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胃酸分泌過多症に及ぼす主として諸

「ホルモン」の影響に就て

金沢大学医学部日置内科教室（主任 日置敏授）

東 ユも
早・

 AkiTa 1／／ligashi

（昭和25年エ2月21日 受附）

緒

 著者は前報「膵液拉に胃液分泌減退に及ぼす

「’インズリン」の影響に就て」に於て膵臓「ラン

ゲルハンス氏嶋ホルモンたるInSuiinが胃液分

泌に対して極めて促進的に作用する事を追認し

た・今文献に拠れば胃酸分泌過多症に於て屡々

低血糖症の相之ふものなる事が既に述べられて

居り，之は恐らくはInsulinの過i剰分泌に因る

ならんとも云はれて居る．若し果して然らば

Insulinに対して拮抗的作用を有すると云はれ

る（Eppinger，：Falta u． Rtldinger 1）1908）甲形こ

腺，副腎髄質蛇に下垂休前葉ホルモン等が胃酸

分泌過多に対し如何なる影響を与へるかは極め

て興味ある問題を提供する．然るに今之等ホル

モンと胃液分泌とに関係する文献を一瞥する

trc， Rogerf， Rahe and Ablahadian 2） （1919） izik

甲歌腺エキス」は胃液分泌拉に胃液酸度に対し

て充進的に作用すると報告し，：Felix：Boenheim？’）

（1921）は同じく甲状腺ホルモンが胃液酸度Qz

対し上昇的に作用する事を論じ，その根拠を新

陳代謝促進に基く血中食塩量の増加に求めて居

る。次でAd「enalinに関してはYukawa 4）（lg

O8）， Bonche 5＞ （19e9）， Loeper and Verpy G）

（1917），Ivy and Mc． Ilvain 7）（1923）は夫々

Adrenalin使：用に依り胃液分泌が猛進的作用を

受ける事を述べたるに反し，Hernando’）（1923），

Ivy and Javois 9）（192斗）はAdrenalinは之を経

口的に投与せる場合に於てのみ胃液分泌を元進

言

せしむるも，静脈内乃至筋肉内注射の場合に於

て：は同分泌に対して阻止的に作用する事を実

験的に確めて居る，而してRogers， Rahe and

Ablalaadian （1919）， Boenheim （1920）， Hess

und Gundlach io）（1920）， Rothlin ii）（1920）も後

者の読を支持するものであって同様Adrena】in

は胃液分泌に対して抑制的に作用する事を報告

した．叉寺島12）（1927），K：alk u． Meyer i「））（19

23）はInsulinとAdrenalinとを同時に注射し

て胃液分泌歌態を槍せるも，何等Insulinの作

用を認める：事能はす：，その原因をInsulinに依

る低血糖の惹起されるのを・Adrenalinが阻止的

に作用する事に求めた．更に滝本14）はInsulin

とAdrenalinとは胃蓮動に対しても拮抗作用を

呈する事を実験的に認めた．

 脳下垂休前葉ホルモンに関してはEvans 15）

蚊にその共同研究者（1946）は正常動物に下垂

体前葉ホルモンを注射する事に依って過血糖蛇

に糖尿が起る事を報告し，Rogers， Rahe and

Ablahadianは同様下垂体前葉エキス」の投与が

胃液分泌に対して抑制的に作用する事を報じ

1た．但し Hess u． Gundlach（192⑪）に依れば

Pawl⑪w氏小胃に於て下垂休ホルモンは成程胃

液分泌に対して阻止的に作用するが，その作用

はAdrenaiinに比すれば甚だ微弱である事を

述べて居る．

 Atr⑪pil）は迷走織経麻痺斉1であり，Insulinが
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胃酸分泌過多症に及ぼす主として諸「ホルモン」の影響に就て 63

迷走五経を刺戟する事に依って胃液分泌を促

進するものであるとすれば，本剤には胃液分

泌抑制効果が期待されなくてはならぬ．既に

Rogers， Rahe and Ablahadian （1919）， Keeten，

Koch and Luckhardt’6＞ （1920）， lvy and Javois

はPaw1⑪w氏小胃に於て，叉Keefer and

Bloomfield 17）（1926）は6例の胃酸分泌過多症

にAtrOP｛nを使用して何れも胃液分泌：量拉に

胃液酸度の降下するを認め得た．

実 瞼方法

 1．胃液探取方法蛇に胃液酸度測定法

 著者の前篇「膵液虹に胃液分泌減退に及ぼす「イソ

ズリン」の影響に就て」19）に於て述べたから略する．

 II．被梅製剤並にその使用量

  甲状腺製剤，Thyreoidin， 三共
  副腎髄質製剤，Epirenamin，   第一一・製藥

  脳下垂体前葉

  ホルモン， Praeh。rm・n7  塩義製藥

 Thiouraci17 Methyocil，     中外藥品

        ［4－Methyl－2－thiouracii）

 Atropin， Atropin sulfulicum

 又各製剤の1日使用量は次表に示すが如くであっ

た，

第1表製二剤使用方法拉に使用量

製 剤 名

Thyreoidin

Bosmin

Praehormon

Atropin

Methyocil

使用方法

経ロ的
皮下注射

同 上

経ロ的
同 上

使 用 量

     O．1－tiO．2g O／0

1000倍塩酸エピレナミン0．1～⑪．2cc

     5co軍位
     O．3rvO．5mg

    e．07Jr，NiO．125g

摘  要

3回分服

1 回

同 上

3回分服

同 上

 今以上製剤の胃液分泌亜に胃液酸度に及ぼす影響を

梅ぜん爲には藥翔の上掲量を凡そエ週日前後使用し

て，之を以て1巡となし，申には同沿療を数回重ねた

場合もある．

第2表 被楡患者診断名粒に症例数

実 験成績

No． 診    断 症例数

1 過酸症銃に胃炎 2

2 過酸症 1

3 胃’下垂症，胃炎虹
ﾉ十＝：指腸虫症

1

4 胃潰瘍 2

5 胃潰瘍拉に肺結核 1

6 十二指腸潰瘍 1

7 肺結核
8 慢性糸毬体腎炎 1

9 脳腫瘍        1 1

合 計1 11

本実験に供せられた患者は第2表に示す11例

の胃酸分泌過多症に属した．

 1）Thyreoidin使用成績

 本製剤を使用せる被槍例は11例であり，その

中有効なりし症例は次に示す5例である．

過酸症蛙に．胃炎

過酸症
胃下垂症，胃炎蚊に十二指回虫疲

胃潰瘍
十二指腸潰瘍

1例

1例

1例

1例

1例

合  計 5例
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 蝕に相当の例がThyre⑪id｛n投与に依って，

有効に作用せられる事は興味深いものがある．

 次にThyreoidin投与に依って有効に作用し

た上記旧例の成績を揚げる．

   Thyre⑪idin使用成功例

1）患者：橋○清O，♀，35歳，工員

 診断： 過酸症蛇に胃炎

月 日

15／XI

時  間

遊離：塩酸

総酸度、

分泌蟹

前

15

30

3

15ノ

8

12

15

301 45i

21

30

5

42

58

1

60t

60

73

2

75ノ

一48

60

 1

90！

oo

59

2

105ノ

39

55

5

120t

49

65

3

ThyTeoidin O．lx7日

月 日

2／1［

時  間  前

遊離塩酸

総酸度
分泌屋

28

40

20

15ノ

22

32

3e

30ノ

20

3e

8

45， 6⑪ノ

48 1 60

68 1 80

15 1 5

75ノ 90ノ 105t

50 1 38 i 31

63 i ag 1 40

30 1 30 i le

120t

28

38

20

Thyreoidin O・1×12日

月 日

15／1！

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

8

22

4e

15ノ 30ノ

18142
 糾
20 ：44
  
50 142
 1

45t@i 60t （ 75i 1 90t 1 105， 1120，

66

76

25

68

V8

P5

60

V5

@7

45

T5

@8

弓0

T0

@5

30

S0

@3

Thyreoidin O．2×5日

月 日 時  闘

   遊離塩酸

6／HI 総酸度

   分泌量

前

22

28

15

15〆 30ノ

20

24

10

38

36

10

tUs t

娯

54

1e

60ノ

se

60

10

75t

45

5s

6

90ノ

40

52

5

105ノ

50

60

5

120ノ

55

65

3

Thyreoidin O．15×9日

月 日

17／工1【

時…   間    前    15’   30／   45／   6⑪！   75／   90／  105’  12⑪’

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

l o

@5
@3

4810 691⑪ 8167i 8187 9207

 5
P5

p3

6184 5224
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2） 患者  ：  二〇來（＝）， 3， 45歳， ＝［二．員

 診断；十二指腸潰瘍

月 日

16／Xlr

 時… 聞

｝遊離塩酸
1

 総酸度
 分泌量

前  15／

35 1 5

45 i 10

－LO 1 4

30／

5

10

3

40rt

eo

37

to

6⑪ノ

Jr2

55

8

75・ k璽
55 1 50

60 1 55

 G10 i 2

42

58

7

i20C

30

50

5

月目鴇
  H

     Thyreoidin O．1×5日

面    前    15／   30！   45／   60ノ

24／ 1

遊離塩酸  16

総酸度  30
    1
分泌量130

6’

10

10

18

1o 1 12

40 1 32

50 1 40

5 1 6

隆

75ノ

24

34

4

9咋⑪5「

28

38

9

20

30

5

120ノ

14

25

4

月 日

30／ 1

Thyre6idin O．1x5日

時  闘  前

遊離塩酸 1一一

総酸度  28
分泌屋  2⑪

15／   30／   45／   60／

12 1 29．． 1 36 1 40

22 1 32 1 46 1 52

1e 1 6 i 4 1 6

75／

36

6

9⑪ノ

24

38

3

10st

23

34

2

120／

20

34

 2

月 日 時  間

   遊艦醸

7／1【 総酸度

   分泌量

T妙reoidin投与中止後6日

前 エ5〆 3⑪ノ 45ノ 6⑪！ 75ノ go！ 105！ 12⑪ノ

16

Q4

Q0   「

61015 17

Q2

@8

24

Q9

@6

21

Q6
@5   1

30

R6

@5

34

S1

@4

27

R3

@3

16

Q0

@2

月 日

20／11

      Thyreoidin投与申止後19日

時    闘    蔚    15／   30／   45！   60’

遊離塩酸

総酸度
分泌量

IO

18

15

22

28

19

S5

40

8

48

0r2

7

38

48

5

75ノ

40

53

4

geノ

40

se

4

10sr

40

50

3

12⑪ノ

48

55

3

購：一 囁@頗る闘退院徽・ケ年を経るも醗を蹴樋著し鋤獣

             ［ 65 ］
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3）患者＝角○吉，6，45歳，会就員

 診断＝胃潰満

月 H

28／ X

時  間 前 15ノ 30’ 45’ 60’・ ワ5’ 9⑪’ 105’ 120’

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

40

T0

P0

55

U5

U

75 1

W5

T

65

W0

S

50

V0

S

70

T

5514・   6⑪   5

6⑪

V5

U

40

T0

U

月 日

11／XI

Thyreoid㎞0．1×9日

時  間 前 15ノ 30ノ 45！ 60ノ 75’ goノ 105’ 120■

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

36

T0

T

18

Q0

T

20

Q6

T

16

Q6

T

24

R4

T

40

T0

T

35

S5

Q

12

Q⑪

T

10

Q5

Q

月 日

26／x亙

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

18

34

10

Thyreoidin鍛与申止後13日

15ノ

10

16

15

30t

34

42

7

45ノ

55

60

3

60ノ．

40

65

4

75t

15

25

3

90．

45

65

2

105ノ

60 1 55

75 i 70

   2

4）患者：高○祀○，♀，54歳，無職

 診断＝過酸症

月 日

18／1V

 夢

栫c 闇 前
曲15ノ

30！ 45ノ 60ノ 75ノ 90！ 105ノ 120’

遊離塩酸

克_度
ｪ泌量

45

U⑪

Q0

16

Q0

P5

30

R8

P0

45

T5

W

60

V0

V

65

V7

T

75

W5

U

70

W5

T

65

V5

S

Thyreoidin⑪．1×10日

月 日

9／V

時  聞

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

11

27

10

15t

12

18

10

3⑪ノ

44

50

10

45ノ

50

60

10

60ノ

50r

65

5

75t

60

70

5

90ノ

40

50

4

105ノ

20

30

4

120，

10

25

3

備考：服藥途中，心悸充進を來し服藥中止の止むなきに至った．併し酸度は

   柳か低減した爲か，自覚二二は殆ど消失した．
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5）患者： 相O岡囁， 6，41歳，会責置＝員

 診断 ： 胃下垂症， 胃炎甲立に唾』二ま二二虫二

月 日

7／XI

時  間

遊離塩酸

総：酸度

分泌量

前

22

36

15

15！

16

20

15

30ノ

38

44

10

45ノ

57．5

67．5

 6

60，

66

78

12

75，

66

78

ユ5

90t

64

78

16

、⑪5・1ユ2。・

  1

65

80

6

45

55 ・

8

Thyreoidin O．1×7日

月 日

24／X［

時    間    前    151   30／   45’   60／   75！   90ノ 105！  工20ノ

離塩酸

_度
蝸ﾊ

055 91812 0148 0108 088 0128

12116 1247

30

W

22

S0

P5

一

備考  曖気，噛離虹に胃朝毎水平浦失す．

 2）Bosmin使用成績

 ：Bosminの二二例は4例であり，予め

Thyre⑪idinに依って無効であった6例中より

撰ばれたものであって，心乱4例中有効例は次

に示す2例であった，

    過酸症鼓に胃炎      1例

    胃潰瘍拉に肺結核

而して他の2例，即ち肺結核1，

に於ては無効に絡つた．

1例

脳腫瘍1，

次に有効であった上記2例に関する実験成績

を紹介する．

    Bosmin使用成功例
1）患者：直○常○，6，21歳，会肚員

 診断：過酸症蚊に胃炎

月 日

3／V

時間前15！30／45／60／75ノ 90ノ ユ⑪5’ 120ノ

離塩酸

_度
h量

30

S0

S0

20

R0

P5

70

W2

P0

70

V9

Q0

42

T6

P0

44  44

U0158
P⑪i10  ｝凝

28

Dユ2

10

Q6

W

Thyreoidin O・2×12 iヨ

月 日 時  間 前 15ノ 30ノ 45ノ 60ノ 75’ 90ノ 105’ 120’

20／vI

遊離塩酸

克_度
ｪ泌最

80

P00

U0

48

T4

R5

56

U4

R0

72

W0

Q8

8⑪

X6

P0

88

P00

R6

84

X8

R⑪

104

P17

R0

105

P20

R0

 上揚の如くThyre⑪idinを’使用しπが一二に

減酸の効を認め得なかつ液Oで，， Atropinを使

用しだ．
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Atropin O．5nユ9×5日

月 日

27！Vt

時  闘

遊離塩酸

総酸度

前

24

32

分泌劇8⑪

15i

44

52

20

3⑪ノ

42

52

10

45t

32

46

10

60t

50

68

10

 i
75「190／
 t
58

75

10

64

78

7

iosx 1 i20i

70

85

7

6i5

85

7

併し上掲の如く Atropinではその効果は認  められなかった．其処で吹に

               Methyocil O．075×5日

     月日1時闘前15・3－5i6－5・

     4／vn灘罐llll諭1躍1：
        分 ？J塔 量    55    40    30    20    2⑪    IG

 Methyocilを使用したが，之に依っても減酸  用す．

の効果は期待し得なかったので，B⑪sminを使

90’ 105ノ

伽120ノ

52

T4

R⑪

Bosmin O．2×6日

月 H

13／Vtl

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌量

前

26

38

40

15t

ag

58

30

30，

7e

80

25

45ノ

60

70

25

6・ノ ?75t

 E
90x

74

80

20

62 ’ P ss

74

10

72

10

105i

68

80

10

12⑪ノ

74

88

10

月 日

25／VU

時

Bosmin O・2x12日                       「

間
前｛・3

30ノ 45ノ 60！

        「

V5／ hgO轡 120ノ

離塩酸i24
_度1％泌劉2⑪

38  、

S5

P5

40

T0

P5

22

R2

P0

7．5  15

Q0i27
P⑪  8

20

R⑪

V

18

R4

T

20

R4

@4

Bosmin申止後5日

月 日

31／Vt1

時  間 前

     
遊離塩酸130
総1酸度i44
    50分泌副

15t

24

36

15

30ノ

30

45

15

45t

46

38

10

60t

38

50

10

75ノ

36

46

9。，巨⑪57

8i

3e

48

8

30

50

7

12⑪ノ

38 1

48

10

 即ちBosmiロに於て減酸虹に分泌量の低減を

來さしめる事が出來，同時に呑酸，胃痛の軽減

を認め：た．

自
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2）患者；牧O優，♂，72歳，般員

 診断：胃潰瘍遊に浸潤性肺結核

月 目 時  闘 60！ 75ノ  9⑪’

?一  ｝ ｝

@50
28／1【

遊離塩酸 1

克_度
ｪ泌躍

15！

M 皿     一   一

@6
@20

@8

3⑪’

w   一 一   

@12

@24

@6

45ノ

[   一 一 一 一       一

R6

T2

@6

一 32

@45
@10

36

T6

U

65

T

月頃日

1／VI

月 日

10／VI

時  闘

遊離塩酸

総；酸度

分泌量

前

2

18

1e

Thyreoidin O．2×6H

15！   30／   45／   60！

ユ2   24    34    46

20 1 38 1 50 i 62

8 1 8 1 5 1 6

75／

38

54

7

105ノ

50

70

8

120ノ

36

56

ユ0

90／ 105ノ 12⑪’

28

S8

@5

30

T4

@4

28

S6

@4

Thアreoidin O・ユx7日

時  間 15ノ 30ノ go！ 105！ 120〆

一    一    一   『 一   一 一 一 一

V離塩酸

香F酸度

ｪ泌量

一 7

@工6

@15

18

R4

P0

45！

�U01⑪

60！

?一  ｝ 一一      一    一

@42
@64

@1⑪

75／

S6

U6

P0

45

U5

W

4⑪

U5

P0

38

U0

V

上掲の如く，本症例に於てはThyreoidinの 効果は左程著明でなかった：．

Methyoeil O．125×11H

月 日

4／VIエ

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌腕

前

20

32

20

15ノ

10

14

15

30ノ

5

30

15

45／  60ノ

50

70

エ0

6e

74

ユ0

75ノ

65

95

10

ge，

7C

82

8

105ノ

64

78

7

120，

45

65

7

Methyocil使用に於ては寧ろ逆効果さへ認め られ，減酸の効は認められなかった．

：Bosmin O・1×10日

1月 日

29／VII

時  間

遊離塩酸

総酸度
分泌面

前

6

24

20

15ノ

5

エ0

15

30t

10

2e

15

45ノ

。

’

o

o

60ノ 75ノ

7

22

10

10

30

5

90t

10

30

5

105ノ

25

40

5

120ノ

10

30

5

 然るに上揚の如く ：B⑪sminの僅かな量を連

続毎日注射する事に依って減酸の効を來す事が

出來，同時に入院二二の上腹部疹痛は溝写し，

尿潜血反応の消失するを認めた．

 3） Atropin

 本製剤に於ける二二例は2例であり，中1例
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はThyreoidinに依る無効例，即ち過酸症拉に

胃炎91例であり，他の1例はThyreoidin拉に

：Bosminに依り「無効なりし肺結核症1例であっ

だが，2例共にAtrop加に依る減酸の効は認

総

 倦以上の如く胃酸分泌過多症に対し上記

Insulin拮抗ホルモン勉にAtr⑪pinの影響を槍

討せしに，Thyreoidin，：Bosminは最も有効に

作用し，その余剰酸度拉に分泌量を正常若くは

正常以下にさへ下降せしめるものがあった．緒

言に於て述べた如く，甲縄墨ホルモンの胃液分

泌に対する過去の文献は総て之が刺戟的効果を

述べたものが多》・が，独り著者がInsulin拮抗

物質と云ふ観点に立って甲歌腺ホルモンの使用

に依り容易にその余i剰酸度を正常に復帰せしめ

得る成績を挙げ得た事は甚だ有意義なる事と云

はねばならぬ。元より凡ての胃酸分泌過多症に

対して本物質の効果を期待する事は不可能であ

結

 著者は胃酸分泌過多症1に対するThyreoidin，

Bosmin， Praehormon， Atropin及びThi⑪uracil

の影響に就てその効果を究め，次の如き結果に

到達しk．

 1）Thyreoidin投与は胃酸分泌過多症に対し

その酸度を甚だ屡々減降する．（被槍例11例中

5例）

 2）Thyreoidinに依り無効なる6例申更va 4

められなカユつた．

 4） Praehormon

使用例はThyreoidin，：B⑪Si ninに依る無効例，

即ち肺結核1例のみ，而も無効に絡つだ．

括

り，而も之等の無効例に対して更にBosminの

少量連日注射が減酸の効を認めしめた：事は之を

要するに過酸症の原因が多種である事に対し示

唆する処が甚だ恥くない．

 今併しThyτeoidin，：Bosminの有効なる理由

に関してはその共通なる原因を血糖の上昇に求

む恥く，更に血糖上昇が恐らくは迷走家憲の緊

張にも密接に関係を有する事を上記の結果が示

すものの檬に著者には思はれる．

 併し上記2事物に依って無効であった2例に

於けるAtropinの効果が凡て陰性に終った事は

將來の攻究上銘記する要がある．

論

例を撰定し：Besminに依る効果を求めしに有効

なるもの2例を見出した．

 3）斯くて残余の4例が途に使用藥剤に応じ

得す，之等に対してAtropin， Pr4ehormon，

Thiouracil敦れも何等の制酸作用を呈する事が

なかつ：た．

 欄筆にるに臨み終始御懇篤なる御指導と，御校閲を

辱うした恩師日置蟹玉に深謝す。
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